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論文審査の要旨

血管新生因子を産生する間葉系間質細胞(MSC) は虚血部に移植して血管新生

療法に使われるが、細胞単体の移植では局所に生着しにくいという問題がある。

申請者は MSC から細胞外基質を有する細胞シートを作製することで生着率を上

げ、また低酸素培養により血管新生因子産生を増強させて MSC シートを改良し、

その血管新生効果を検証した。

本研究では、ラット大腿骨から骨髄を採取し、初期培養後に培養皿に MSCs を

播種して、低酸素環境下(酸素分圧 5出)に 2週間培養を行い、細胞シートとして

採取した。虚血モデ、ノレとして皮弁を採用した。同系ラット背部に遠位の皮膚の

みを茎とする乱軸型皮弁をデザインし、 2日前に細胞シートを背部皮下に注入移

植したシート群と生理食塩水を注入した対照群を準備した。術後 7日で生着面

積の測定を行い、さらに免疫染色で新生血管を確認した。その結果、生着面積

は対照群 51弘、シート群 71切となり、統計学的に有意に改善を認めた。免疫染色

ではシート群の皮弁にのみ新生血管を認めた。

本研究によって低酸素培養 MSC シートは局所に血管新生を誘導させることが

示された。これにより、低侵襲かっ効率的な血管新生療法の新規開発につなが

る有意義な研究で、博士(医学)の学位に値すると考える。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに整形外科学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。
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